
太
平
洋
戦
争
末
期
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
日
本
本
土
空
襲
は
激
烈
を

極
め
た
。
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
大
阪
、
神
戸
と
次
々
に
大
都
市
は

廃
墟
と
化
し
て
い
き
、
中
小
都
市
も
爆
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

（

マ

マ

）

①

そ
の
中
で
、
京
都
は
「
極
部
的
ナ
被
害
ノ
中
二
終
戦
ト
ナ
リ
タ
ル
」

状
況
で
、
ほ
か
の
大
都
市
と
く
ら
ぺ
て
被
害
が
少
な
く
、
焼
け
残
っ
た

都
市
の
代
表
と
い
え
る
。

で
は
京
都
の
空
襲
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
日
本
本
土
へ
の
戦
略
爆

撃
の
過
程
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
上
空
の
意
図
と
地

上
の
体
験
は
一
致
す
る
の
か
。
ア
メ
リ
カ
側
の
資
料
と
日
本
側
の
資
料

を
検
討
す
る
こ
と
で
、
京
都
の
空
襲
の
実
相
に
せ
ま
っ
て
み
た
い
。

本
稿
で
い
う
京
都
の
範
囲
は
、
京
都
市
と
当
時
洛
南
と
よ
ば
れ
て
い

た
京
都
府
南
部
地
域
で
あ
る
。

こ
こ
十
年
来
の
京
都
空
襲
論
、
京
都
の
空
襲
研
究
に
お
け
る
欠
陥
を

よ
く
表
し
て
い
る
例
と
し
て
、
一
九
四
五
年
六
月
二
六
日
の
空
襲
を
あ

は
じ
め
に 京

都
の
空
襲
・
学
徒
動
員
・
工
場
疎
開

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
日
の
空
襲
は
、
京
都
が
当
初
か
ら
の
爆
撃

目
標
で
あ
っ
た
と
す
る
説
は
、
容
易
に
消
滅
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

最
近
で
は
『
朝
日
新
聞
』
（
南
京
都
版
）
一
九
九
四
年
八
月
二

0
日

付
で
「
通
説
を
覆
す
『
西
陣
空
襲
』
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
文
化
財
を
守
る
た
め
、
京
都
は
爆
撃
目
標
に
な
ら
な
か
っ
た
」
。

信
じ
ら
れ
て
き
た
説
を
覆
す
資
料
が
あ
る
。
「
東
京
大
空
襲
戦
災

誌
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
米
国
第
二
〇
航
空
軍
司
＾
品
叩
の
文
書
だ
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
四
五
年
六
月
二
五
日
午
前
零
時
四

0
分
（
米
軍

使
用
時
刻
、
日
本
時
間
で
は
二
六
日
午
前
九
時
四

0
分
）
、
目
標

を
京
都
に
設
定
し
た
B
2
9
一
機
が
高
性
能
爆
弾
七
発
、
七
ト
ン
を

投
下
し
た
。

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
『
朝
日
新
聞
』
の
い
う
資
料
と

は
、
第
二
〇
航
空
軍
が
作
成
し
た
「
日
本
本
土
爆
撃
詳
報
・
地
域
別
」

（
『
東
京
大
空
襲
戦
災
誌
』
第
三
巻
所
収
、
一
九
七
三
年
）
の
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
第
一
目
標
、
第
二
目
標
、
最
終
順
位
目
標
、
臨
機

目
標
の
別
な
く
、

B
四
の
搭
乗
員
が
投
弾
し
た
と
報
告
し
た
地
域
名
が

田

中

は

る

み
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「
京
都
府
当
局
は
、
一
九
四
五
年
一
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
一
六

の
小
空
襲
を
報
告
し
た
」
と
し
て
、
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
「
京

②
 

都
に
お
け
る
空
襲
防
ぎ
ょ
と
関
連
事
項
に
関
す
る
現
地
報
告
」
に
、
次

の
よ
う
な
内
容
の
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

空
襲

記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
土
爆
撃
を
日
付
順
に
記
載
し
た
「
日
本

本
土
爆
撃
概
報
・
日
付
順
」
（
『
同
右
書
』
所
収
）
に
は
、
六
月
二
六
日
、

京
都
へ
の
爆
撃
の
記
録
は
な
い
。
第
一
目
標
の
み
に
限
定
し
た
資
料
だ

か
ら
で
あ
る
。
な
お
こ
の
誤
り
は
、
吉
田
守
男
「
京
都
小
空
襲
論
」

（
日
本
史
研
究
会
『
日
本
史
研
究
』
二
五
一
号
所
収
、
一
九
八
三
年
七

月
）
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
小
林
啓
治
・
鈴
木
哲
也

『
か
く
さ
れ
た
空
襲
と
原
爆
』
（
機
関
紙
共
同
出
版
、
一
九
九
三
年
）
へ

と
引
き
継
が
れ
た
。
六
月
二
六
日
の
空
襲
が
大
空
襲
の
付
随
的
、
投
棄

的
爆
撃
で
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

さ
ら
に
四
月
一
六
日
空
襲
の
三
菱
重
工
業
第
十
四
製
作
所
、
七
月
二

四
日
空
襲
の
日
本
国
際
航
空
工
業
大
久
保
工
場
に
動
員
さ
れ
て
い
た
少

年
少
女
た
ち
の
姿
も
掘
り
お
こ
し
て
み
た
い
。
ま
た
三
菱
重
工
業
、
日

本
国
際
航
空
工
業
と
い
う
軍
需
工
場
建
設
の
た
め
に
徴
用
さ
れ
た
朝
鮮

人
た
ち
の
姿
に
も
ふ
れ
る
。
そ
し
て
京
都
の
空
襲
で
最
も
影
響
を
受
け

た
三
菱
重
工
業
の
工
場
疎
開
に
つ
い
て
、
検
討
を
お
こ
な
う
。

京
都
府
の
空
襲
（
京
都
北
部
、
海
軍
基
地
の
あ
る
舞
鶴
を
除
く
）

1
.
1
6

ニ――一時。

B
2
9
一
機
、
高
性
能
爆
弾
お
よ
そ
六
0
と
焼
夷
弾

一
。
死
亡
三
四
人
、
重
傷
二
三
人
、
軽
傷
二
三
人
。
建
物
二
棟

全
壊
、
二
九
棟
焼
失
、
ニ
ニ
棟
一
部
火
災
。

1
.
2
9

ニ
―
時
五
分
。

B
2
9
一
機
、
高
性
能
爆
弾
五
。
死
傷
者
な
し
。

被
害
な
し
。

2

.

4

0
時
三
五
分
。

B
2
9
一
機
、
高
性
能
爆
弾
お
よ
そ
八
三
。
死

傷
者
な
し
。
建
物
一
棟
全
壊
、
一
棟
一
部
損
傷
。

3
.
1
9

七
時
。
グ
ラ
マ
ン
お
よ
そ
一
九
機
、
高
性
能
爆
弾
―
-
。
建

物
一
棟
全
壊
。
死
傷
者
な
し
。

3
.
1
9

七時――
1
0分
。
グ
ラ
マ
ン
お
よ
そ
一
四
機
、
高
性
能
爆
弾
一
。

重
傷
一
人
。
建
物
一
棟
全
壊
。

4
.
1
6

―
二
時
。

B
2
9
一
機
、
高
性
能
爆
弾
七
。
死
亡
二
人
、
重
傷

二
人
、
軽
傷
三
七
人
。
被
害
な
し
。

4
.
2
2

九
時
五
0
分。

B
2
9
一
機
、
銃
撃
。
重
傷
一
人
。
軽
傷
一
人
。

5
.
1
1

九
時
。
数
は
未
確
認
だ
が
B
2
9
に
よ
る
銃
撃
。
軽
傷
二
人
。

6
.
5

八
時
。

B
2
9
一
機
、
銃
撃
。
死
亡
一
人
、
重
傷
一
人
、
軽
傷

七
人
。

6
.
9

九
時
三
0
分。

B
2
9
お
よ
そ
―

1
0機
、
銃
撃
。
死
亡
一
人
。

6
.
1
5
B
2
9
お
よ
そ
一
五
機
、
焼
夷
弾
一

0
九
七
。
建
物
二
五
棟
完

全
焼
失
。

6
.
2
6

九
時
四
0
分。

B
2
9
一
機
、
高
性
能
爆
弾
六
。
死
亡
四
ー
一
人
、
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重
傷
一
三
人
、
軽
傷
六
三
人
。
建
物
六
五
棟
全
壊
、
八
四
棟
軽

い
損
傷
。

7
.
1
9

九
時
三

0
分。

p
5
1
一
三
機
、
銃
撃
。
死
亡
二
人
、
重
傷
一

一
人
、
軽
傷
六
人
。

7
.
2
4

七
時
五

0
分。

p
5
1
お
よ
そ
一
五
機
、
高
性
能
爆
弾
四
。
死

亡
七
人
、
重
傷
四
人
、
軽
傷
―
一
人
。

第
二
波

p
5
1
お
よ
そ
一
五
機
、
高
性
能
爆
弾
五
。
死
亡
七

人
、
重
傷
二
人
、
軽
傷
―
二
人
。
建
物
一
棟
全
壊
、
二
棟
一
部

損
傷
。

7
.
2
8

一
三
時
三

0
分。

p
5
1
六
機
、
銃
撃
。
重
傷
三
人
。

7
.
3
0

―
二
時
一
＿
二
分
。
小
型
機
お
よ
そ
二

0
機
、
銃
撃
。
軽
傷
一

人。
第
二
波
小
型
機
八
機
、
銃
撃
。
死
亡
二
人
、
重
傷
一
人
、

軽
傷
一
人
。
建
物
一
棟
一
部
損
傷
。

第
三
波
小
型
機
一
機
、
銃
撃
。
軽
傷
三
人
。

第
四
波
小
型
機
お
よ
そ
一
七
機
、
銃
撃
。
死
亡
一
四
人
、

軽
傷
九
人
。
建
物
六
棟
完
全
焼
失
、
二
六
棟
軽
い
火
災
。

第
五
波
小
型
機
一
七
機
、
銃
撃
。
重
傷
二
人
、
軽
傷
二
人
。

建
物
一
五
棟
完
全
焼
失
。

第
六
波
五
機
、
軽
傷
二
人
。

第
七
波
七
機
、
軽
傷
一
人
。

第
八
波
五
機
、
軽
傷
一
人
。

第
九
波
一
四
五
機
、
死
亡
二
人
。
建
物
一
棟
完
全
焼
失
、

二
棟
一
部
焼
失
、
一
棟
全
壊
。

ま
た
日
本
側
資
料
と
し
て
は
、
京
都
府
警
察
部
警
防
課
が
一
九
四
五

③
 

年
六
月
に
ま
と
め
た
「
空
襲
被
害
一
覧
表
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
京

都
府
当
局
が
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
に
報
告
し
た
と
さ
れ
る
「
京
都
府

の
空
襲
」
の
一
覧
表
に
記
載
の
な
い
一
月
二
三
日
、
四
月
七
日
、
六
月

一
日
の
爆
弾
投
下
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
空
襲
時
刻
・
被
害
状
況
に

つ
い
て
も
内
容
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
今
ま
で
の
京
都
空
襲
研
究
者

は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
府
警
防
課
の
一
覧
表
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
の
方
を
見
て
い
な
い
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ

が
戦
略
爆
撃
の
効
果
を
調
査
し
て
い
た
時
期
に
、
京
都
府
当
局
が
こ
の

よ
う
な
空
襲
の
報
告
を
し
て
い
た
の
は
事
実
な
の
で
あ
る
。

米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
「
大
阪
、
神
戸
、
京
都
に
対
す
る
空
襲

の
影
響
」
に
は
、
京
都
へ
の
空
襲
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
と
し
て
は

「
航
空
写
真
を
撮
影
す
る
任
務
以
外
、
京
都
へ
の
空
か
ら
の
軍
事
行
動

の
計
画
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
偶
然
の
事
故
に
よ
る
も
の
か
航
空
上
の

ト
ラ
プ
ル
に
よ
る
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
も
単
機
に
よ
っ
て
、

死
傷
者
を
出
し
、
建
物
を
破
壊
す
る
爆
弾
投
下
が
三
度
あ
っ
た
」
と
し

て
、
一
月
一
六
日
、
四
月
一
六
日
、
六
月
二
六
日
の
空
襲
に
ふ
れ
て
い

る。
ア
メ
リ
カ
軍
の
当
初
の
意
図
と
は
関
係
な
く
、
偶
発
的
に
行
わ
れ
た

と
さ
れ
る
空
襲
に
つ
い
て
、
四
月
一
六
日
、
六
月
二
六
日
の
両
空
襲
の
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四
月
一
六
日
の
空
襲

京
都
府
警
防
課
作
成
の
「
空
襲
被
害
状
況
一
覧
表
」
に
よ
る
と
「
四

月
一
六
日
正
午
、
右
京
区
太
秦
巽
町
第
十
四
製
作
所
外
四
ケ
所
に
二
五

okg爆
弾
一
〇
発
投
下
。
死
者
二
、
重
傷
―
-
、
軽
傷
三
七
、
合
計
五

〇
、
半
壊
住
家
三
、
第
十
四
製
作
所
内
工
作
機
械
八
台
、
修
理
機
械
其

他
十
台
破
損
セ
リ
」
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
こ
の
空
襲
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
の
「
三
菱
菫
工
業
会
社
」
に
よ
る
と

「
第
十
四
製
作
所
に
対
す
る
空
襲
に
関
し
て
の
詳
細
は
、
日
本
の
情
報

か
ら
の
み
で
あ
る
。
連
合
国
は
、
こ
の
工
場
へ
の
空
襲
は
記
録
し
て
い

な
い
。
日
本
側
が
空
襲
が
あ
っ
た
と
す
る
一
九
四
五
年
四
月
一
六
日
に

唯
一
記
録
さ
れ
て
い
る
そ
の
地
域
へ
の
任
務
は
、
第
二
〇
航
空
軍
の
単

機
に
よ
る
神
戸
へ
の
空
襲
で
あ
る
。
そ
こ
は
六

0
マ
イ
ル
離
れ
て
お
り
、

―
―
―
ト
ン
の
高
性
能
爆
弾
を
投
下
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。

ー

検
討
を
し
て
み
よ
う
。
ほ
か
に
当
時
、
洛
南
と
よ
ば
れ
た
京
都
府
南
部

へ
の
空
襲
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
な
お
、
一
月
一
六
日
の
空
襲
は
、

心
理
的
効
果
を
ね
ら
っ
た
単
機
に
よ
る
夜
間
爆
撃
の
一
例
と
思
わ
れ
る
。

一
＼
二
月
の
時
期
、
大
都
市
地
域
を
対
象
に
盛
ん
に
実
施
さ
れ
た
爆
撃

で
あ
っ
て
、
正
規
の
作
戦
任
務
(
M
i
s
s
i
o
n
)
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な

い
。
一
月
二
九
日
と
二
月
四
日
の
夜
間
爆
撃
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

B
2
9
に
よ
る
本
土
空
襲
の
全
出
撃
記
録
が
載
っ
て
い
る
「
連
合
国
軍

及
米
航
空
軍
攻
撃
デ
ー
タ
に
関
す
る
厳
重
秘
扱
い
統
計
報
告
書
」
一
九

⑥
 

四
五
＼
四
六
年
、
計
五

0
冊
の
神
戸
の
項
を
み
る
と
、
四
月
一
六
日
、

B
2
9
一
機
が
二
五

0
キ
ロ
爆
弾
三
個
を
投
下
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
グ
リ
ニ
ッ
ジ
時
間
で
あ
る
。
『
神
戸
市
史
第
三
集
』

社
会
文
化
編
(
-
九
六
五
年
）
掲
載
の
「
神
戸
市
空
襲
状
況
一
覧
表
」

に
は
、
四
月
一
七
日
午
前
八
時
九
分
、

B
2
9
一
機
が
兵
庫
区
和
田
岬
・

⑦
 

同
海
面
に
投
弾
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記
録
と
一
致
し
て
い
る
。
ほ

か
に
四
月
一
六
日
に
爆
弾
投
下
の
記
録
が
あ
る
か
調
べ
た
が
、
未
確
認

(
U
n
k
n
o
w
n
)
地
区
に
も
そ
れ
ら
し
き
も
の
は
な
く
、
京
都
へ
の
空
襲

に
つ
い
て
は
全
く
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

ま
た
日
本
側
の
記
録
に
は
「
太
秦
警
察
署
屋
上
に
設
け
ら
れ
て
い
た

望
楼
で
監
視
中
の
土
手
敏
男
さ
ん
（
農
業
）
は
、
午
前
―
二
時
頃
東
北

⑧
 

か
ら
南
西
に
向
う
B
2
9
爆
撃
機
一
機
を
発
見
し
た
」
と
な
っ
て
い
て
、

神
戸
の
空
襲
と
は
、
方
向
か
ら
考
え
て
逆
で
あ
り
、
そ
の
関
連
性
に
は

疑
問
が
残
る
。

一
九
四
七
年
五
月
刊
行
の
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
「
日
本
の
航

空
機
工
業
」
の
「
間
接
攻
撃
記
録
表
」
（
日
付
順
）
に
は
、
四
月
一
六

日
、
第
一
目
標
は
あ
と
づ
け
ら
れ
な
い

(
N
o
t
T
r
a
c
e
a
b
l
e
)
、
す
な

わ
ち
主
目
標
不
詳
の
爆
撃
が
京
都
の
三
菱
第
十
四
製
作
所
に
中
程
度
の

被
害
を
与
え
た
と
記
し
て
い
る
。

と
も
か
く
攻
撃
目
標
で
は
な
か
っ
た
京
都
へ
の
爆
弾
投
下
に
つ
い
て
、
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翌
日
の
『
京
都
新
聞
』
は
「
見
直
せ
わ
が
家
の
防
空
敵
機
来
る
と
も

揺
が
ぬ
護
り
を
再
び
京
都
府
下
へ
投
弾
」
と
い
う
見
出
し
で
、
「
そ

れ
は
盲
爆
で
は
な
い
。
晴
天
の
も
と
的
確
に
京
都
府
下
を
狙
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
を
知
っ
た
敵
は
今
後
重
ね
て
京
都
府
下
へ
の
来

襲
を
繰
返
す
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
意

図
的
空
襲
で
あ
る
と
断
定
し
、
市
民
に
警
告
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

―
二
時
七
分
か
ら
五
分
間
続
い
た
と
い
う
爆
撃
で
、
第
二
機
械
工
場

は
三
個
の
高
性
能
爆
弾
の
直
撃
を
受
け
、
爆
破
と
火
災
に
よ
り
三

0
%

の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
生
産
活
動
は
す
べ
て
停
止
し
た
。
こ
れ
は
「
日

⑩
 

本
の
全
航
空
機
生
産
の
問
題
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
っ
た
」
工
場
、

⑪
 

航
空
機
工
業
の
「
鍵
と
な
る
工
場
の
ひ
と
つ
」
(
O
n
e

of t
h
e
 
k
e
y
 
u, 

n
i
t
s
)
と
み
な
さ
れ
て
い
た
第
十
四
製
作
所
に
と
っ
て
大
打
撃
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
工
場
で
一
九
四
四
年
―
二
月
に
は
、
航
空
機
エ
ン

ジ
ン
の
排
気
弁
の
国
内
生
産
量
の
九

0
％
を
生
産
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る。
排
気
弁
は
、
ピ
ス
ト
ン
・
エ
ン
ジ
ン
の
ビ
ス
ト
ン
を
動
か
す
た
め
、遵）

燃
料
ガ
ス
の
圧
力
を
調
整
す
る
と
い
う
大
切
な
役
目
を
も
っ
て
ぃ

t

一
九
三
五
年
頃
ま
で
は
、
排
気
弁
過
熱
に
よ
る
発
動
機
の
切
損
が
原
因

で
多
く
の
空
中
事
故
を
お
こ
し
て
い
た
。
そ
こ
で
三
菱
重
工
業
で
は
、

排
気
弁
の
過
熱
を
防
ぐ
た
め
、
ソ
ジ
ュ
ー
ム
入
中
空
冷
却
式
弁
の
研
究

を
始
め
、
一
九
三
五
年
完
成
を
は
た
し
、
以
降
、
広
く
採
用
さ
れ
る
こ⑬
 

と
に
な
り
、
製
作
を
一
手
に
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
）

そ
の
生
産
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
は
思
わ
ぬ
成
果

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
空
襲
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
京
都
市
内
に
あ
っ
た
↓
4

つ
の
三
菱
童
工
業
の
工
場
は
、
防
空

法
に
も
と
づ
い
て
防
空
計
画
を
設
定
す
る
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
施
設
に

は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
地
上
に
お
い
て
も
防
空
上
の
不
備
が
あ
り
、

上
空
で
も
予
想
し
な
か
っ
た
第
十
四
製
作
所
へ
の
爆
撃
は
、
そ
の
後
、

急
速
な
る
工
場
分
散
を
引
き
お
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

六
月
二
六
日
の
空
襲

こ
れ
は
、
京
都
市
へ
の
空
襲
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
も
の
で
あ

る
。
西
陣
警
察
署
の
記
給
に
よ
る
と
「
六
月
二
十
六
日
、
九
時
四
十
分
、

西
陣
地
区
（
上
長
者
町
通
以
南
、
下
立
売
通
以
北
、
大
宮
通
以
西
、
浄

福
寺
通
以
東
）
に
五

0
キ
ロ
爆
弾
七
個
落
下
。
家
屋
全
壊
七
十
一
戸
、

同
半
壊
八
十
四
戸
、
一
部
損
壊
百
―
―
下
＇
七
戸
、
死
者
四
十
三
名
、
重
傷

者
十
三
名
、
軽
傷
者
五
十
三
名
、
被
災
者
八
百
五
十
名
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
に
な
い
大
被
害
を
京
都
に
与
え
た
こ
の
空
襲
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

六
月
か
ら
の
中
高
度
か
ら
の
複
数
目
標
（
軍
需
工
場
）
に
対
す
る
昼

間
精
密
爆
撃
を
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
エ
ン
。
ハ
イ
ア
計
画
に
よ
る
攻
撃
と
称

し
、
六
月
二
六
日
は
そ
の
第
四
次
で
あ
っ
た
。
最
大
限
の
数
の
目
標
を

攻
撃
す
る
た
め
、
五

0
0機
以
上
の

B
2
9
が
明
石
か
ら
名
古
屋
に
い
た

2
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る
地
域
に
投
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
日
の
あ
い
だ
に
川
崎
航
空
機
明

石
工
場
、
大
阪
陸
軍
造
兵
廠
、
住
友
金
属
桜
島
工
場
、
三
菱
重
工
業
各

務
原
格
納
庫
、
愛
知
航
空
機
永
徳
工
場
な
ど
合
計
一

0
工
場
を
目
標
と

し
て
、

B
2
9
部
隊
は
爆
撃
を
お
こ
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
二
六
日
、

京
都
に
も
投
弾
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
報
告
書
に
は
ど
の
よ
う
に

記
録
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

マ
リ
ア
ナ
基
地
の
第
ニ
―
爆
撃
機
軍
団
司
令
部
作
成
の
「
戦
術
作
戦

任
務
報
告
」

(
T
a
c
t
i
c
a
l
M
i
s
s
i
o
n
 R
e
p
o
r
t
)
に
よ
る
と
、
愛
知
航
空

機
会
社
永
徳
工
場
を
第
一
目
標
(
P
r
i
m
a
r
y
T
a
r
g
e
t
)
と
し
た
第
三
一

三
爆
撃
航
空
団
（
作
戦
任
務
第
二
二
九
号
）
の
臨
機
目
標
(
T
a
r
g
e
t
o
f
 

o
p
p
o
t
u
n
i
 ty
)
の
中
に
京
都
の
名
が
み
え
る
。

B
2
9
一
機
が
京
都
に
七

ト
ン
の
爆
弾
を
投
下
し
た
と
記
し
て
あ
る
。
「
統
計
概
要
」

(
C
o
n
s
o
l
i
d
a
t
e
d
 
S
t
a
t
i
s
t
i
c
a
l
 
S
u
m
m
a
r
y
)
の
碑
回
平
5

に
は
、
グ
リ
ニ
ッ

ジ
時
間

0
時
四

0
分
（
日
本
時
間
九
時
四

0
分
）
に
高
度
二
万
三
八
〇

0
フ
ィ
ー
ト
か
ら
B
2
9
一
機
が
、
臨
機
目
標
、
京
都
に
爆
弾
を
投
下
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
愛
知
航
空
機
会
社
永
徳
工
場
を
爆

撃
目
標
と
し
て
飛
び
立
っ
た
B
2
9
部
隊
の
う
ち
一
機
が
、
何
ら
か
の
ト

ラ
プ
ル
に
よ
っ
て
途
中
で
爆
弾
を
投
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
り
、
や
む
を
え
ず
投
弾
し
た
と
い
う
記
録
な
の
で
あ
る
。
六
月
二
六

⑯
。

日
、
京
都
は
決
し
て
計
画
さ
れ
た
爆
撃
目
標
で
は
な
か
っ
た

第
三
一
三
爆
撃
航
空
団
の
永
徳
工
場
爆
撃
部
隊
の
臨
機
目
標
は
、
ほ

か
に
串
本
飛
行
場
、
宍
喰
、
奈
良
、
瀬
田
、
伊
良
湖
崎
、
愛
知
、
浜
松
、

新
宮
、
四
日
市
、
宇
治
山
田
、
未
確
認
(
U
n
k
n
o
w
n
)

で
あ
り
、
京
都

は
臨
機
目
標
爆
撃
地
区
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
奈
良
投
弾
の
事

実
は
、
日
本
側
で
は
不
明
で
あ
る
）
。

さ
て
、
地
上
で
は
こ
の
空
襲
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

>
。

．っカ翌
日
の
『
京
都
新
聞
』
は
「
三
度
び
京
都
盲
爆
罹
災
者
の
救
護
も

速
や
か
に
進
み
現
場
に
復
仇
の
士
気
揚
る
肝
を
据
ゑ
備
へ
よ
次
の

大
空
襲
に
」
の
見
出
し
で
「
二
十
六
日
朝
、
敵
は
京
都
に
侵
入
、
雲
上

か
ら
市
の
住
宅
地
区
を
盲
爆
し
た
。
（
中
略
）
今
回
の
空
襲
は
視
野
が

不
明
瞭
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
機
影
を
捉
へ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
」

と
記
し
て
い
る
。
当
日
、
京
都
市
上
空
は
雲
が
た
れ
こ
め
、
上
空
で
は

視
界
が
さ
ぞ
悪
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
二
万
三
八

0
0
フ
ィ

ー
ト
（
約
七

0
0
0
メ
ー
ト
ル
）
上
空
か
ら
の
臨
磯
ヨ
環
瀑
撃
で
あ
る
。

ま
さ
に
付
随
的
、
投
棄
的
爆
撃
で
あ
っ
た
。

ま
た
被
災
地
区
の
『
出
水
校
百
年
史
』
は
、
「
こ
れ
は
後
に
な
っ
て

聞
い
た
こ
と
で
す
が
、
そ
の
日
、
米
国
爆
撃
機
B
2
9
は
、
六
機
編
隊
で

紀
伊
半
島
よ
り
上
陸
し
て
、
目
的
地
へ
向
か
う
途
中
、
一
機
が
日
本
軍

の
迎
撃
で
傷
め
ら
れ
、
編
隊
か
ら
お
く
れ
て
飛
ん
で
い
た
ん
で
す
が
、

し
だ
い
に
困
難
と
な
り
、
か
か
え
て
い
た
爆
弾
を
や
む
な
く
落
と
し
て

⑰
 

い
っ
た
と
い
う
こ
と
や
そ
う
で
す
」
と
記
し
て
い
る
。
二
十
数
人
の
追

想
談
か
ら
三
人
以
上
が
合
致
す
る
確
実
な
も
の
を
選
ん
で
ま
と
め
た

「
あ
る
被
爆
者
の
話
」
の
中
の
こ
の
文
は
、
六
月
二
六
日
の
空
襲
の
性
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格
を
す
で
に
京
都
市
民
が
つ
か
ん
で
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
日
、
阪
神
、
中
京
地
域
の
軍
需
工
場
に
大
爆
撃
が
加
え
ら
れ
た

こ
と
は
、
新
聞
も
報
じ
て
お
り
、
当
時
の
京
都
市
民
に
と
っ
て
周
知
の

事
実
で
あ
っ
た
。

3

艦
上
機
に
よ
る
洛
南
の
空
襲
（
七
月
二
四
・
ニ
八
・
三

0
日）

太
平
洋
第
二
空
母
任
務
部
隊
指
揮
官
（
第
三
八
機
動
部
隊
指
揮
官
）

「
戦
闘
報
告
・
一
九
四
五
年
七
月
二
日
ー
八
月
一
五
日
対
日
作
戦
（

ジ
ャ
ッ
プ
本
国
島
に
対
す
る
事
前
侵
入
空
襲
主
要
報
告
）
」
に
は
、
七

月
一
日
、
レ
イ
テ
湾
か
ら
出
撃
し
た
ア
メ
リ
カ
海
軍
J
.
S
・
マ
ッ
ケ

イ
ン
中
将
率
い
る
第
三
八
機
動
部
隊
の
八
月
一
五
日
ま
で
の
戦
闘
記
録

が
載
っ
て
い
る
。
第
三
八
機
動
部
隊
の
航
空
機
が
一
三
回
の
攻
撃
を
遂

行
し
た
と
し
て
、
七
月
一

O・

一
四
・
一
五
・
一
七
・
一
八
・
ニ
四
・

二
五
・
ニ
八
・
三
0
日
、
八
月
九
・
一
O
·

―
―
―
-
•
一
五
日
の
記
録
を

残
し
て
い
る
。

京
都
府
南
部
地
域
へ
の
空
襲
が
あ
っ
た
七
月
二
四
・
ニ
八
・
三

0
日

の
記
録
を
み
て
み
よ
う
。

7
.
2
4

呉
の
海
軍
艦
船
、
瀬
戸
内
海
の
海
軍
艦
船
と
商
船
、
北
九
州
、

四
国
な
ら
び
に
西
部
本
州
の
航
空
機
と
飛
行
場

7
.
2
8

呉
の
海
軍
艦
船
、
瀬
戸
内
海
の
海
軍
艦
船
と
商
船
、
北
九
州
、

四
国
な
ら
び
に
西
部
本
州
の
航
空
機
、
飛
行
場
と
海
軍
基
地

7
.
3
0

神
戸
、
名
古
屋
、
舞
勤
お
よ
び
東
京
南
部
地
域
の
航
空
機
、

飛
行
場
、
海
軍
艦
船
と
商
船
な
ら
び
に
地
上
基
地

七
月
二
四
・
ニ
八
両
日
は
、
西
日
本
地
区
の
航
空
機
、
飛
行
場
、
海

軍
艦
船
、
商
船
、
海
軍
基
地
を
目
標
と
し
て
い
た
。
三

0
日
は
、
本
州

の
限
定
さ
れ
た
地
域
の
航
空
機
、
飛
行
場
、
海
軍
艦
船
、
商
船
、
地
上

基
地
へ
の
攻
撃
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
グ
ラ
マ
ン

F
6
F
な
ど
の

空
母
艦
上
機
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
第
三
八
機
動
部
隊
の
対
日
作
戦
の
過
程
の
中
で
、
京
都

府
南
部
地
域
へ
の
空
襲
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
「
日
本
の
航
空
機
工
業
」
の
前
掲
表
に

よ
る
と
、
七
月
二
四
日
、
田
辺
の
市
街
(
T
o
w
n
)
を
第
一
目
標
と
し
た

海
軍
機
四
機
が
京
都
の
日
本
国
際
航
空
工
業
大
久
保
工
場
に
爆
弾
一
ト

ン
を
投
下
し
、
被
害
は
「
極
小
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
七
月
三

0
日
は
、
大
津
の
飛
行
場
を
第
一
目
標
に
海
軍
機
七
機
が
爆
弾
ニ
ト
ン

を
投
下
、
大
久
保
工
場
の
被
害
は
「
極
小
」
と
し
て
い
る
。
航
空
機
工

業
に
限
定
し
た
記
録
で
あ
る
た
め
、
大
久
保
工
場
以
外
の
被
害
は
わ
か

ら
な
い
が
、
海
軍
艦
上
機
に
よ
る
爆
弾
投
下
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
日
本
側
は
、
こ
れ
ら
の
空
襲
を
ど
の
よ
う
に
記
録
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

ま
ず
『
京
都
新
聞
』
の
見
出
し
を
み
る
と
、
七
月
二
五
日
付
「
京
都

南
部
に
爆
弾
投
下
一
部
で
は
機
銃
掃
射
」
、
七
月
二
九
日
付
「
洛
北

で
鬼
畜
の
銃
撃
敵
小
型
機
、
新
市
内
と
て
も
心
許
す
な
」
、
七
月
三
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一
日
付
「
休
養
も
戦
力
元
気
で
戦
は
う
勝
ち
抜
く
生
活
設
計
に
万

全
を
」
と
な
っ
て
い
る
。
二
九
日
の
記
事
の
本
文
は
「
廿
八
日
午
後
京

都
に
侵
入
し
た
敵
小
型
六
機
は
、
洛
北
の
住
宅
地
区
に
鬼
畜
の
機
銃
掃

射
を
行
っ
た
ほ
か
、
洛
南
の
一
部
に
も
掃
射
を
加
へ
た
（
中
略
）
京
都

の
東
北
部
か
ら
侵
入
し
て
低
空
に
舞
下
り
、
通
行
人
に
機
銃
弾
を
浴
び

せ
か
け
た
」
と
し
て
、
京
都
市
北
部
地
域
に
も
銃
撃
が
あ
っ
た
と
記
し

て
い
る
。
―
―
―
―
日
の
記
事
は
「
敵
の
小
型
機
は
州
日
も
近
畿
地
区
に
来

襲
、
前
日
と
同
様
の
航
路
を
た
ど
っ
て
舞
鶴
地
方
を
襲
っ
た
ほ
か
、
京

都
市
の
南
部
地
区
に
も
ロ
ケ
ッ
ト
弾
ら
し
き
も
の
を
投
下
し
た
（
中
略

）
二
九
日
夜
来
単
機
又
は
数
機
毎
に
分
散
し
て
侵
入
す
る
」
と
、
被
害

に
つ
い
て
は
、
そ
の
軽
さ
を
強
調
し
て
い
る
が
、
艦
上
機
の
絶
え
間
の

な
い
攻
撃
を
「
敵
の
来
襲
状
況
か
ら
判
断
し
て
も
狙
ひ
と
す
る
の
は
国

民
か
ら
休
養
を
と
り
上
げ
ん
と
す
る
謀
略
」
と
表
現
す
る
な
ど
、
ア
メ

リ
カ
軍
に
よ
る
空
襲
の
激
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。

現
実
の
被
害
は
、
二
四
日
が
久
世
郡
大
久
保
村
（
現
、
宇
治
市
大
久

保
町
）
に
あ
っ
た
日
本
国
際
航
空
工
業
の
工
場
で
学
徒
動
員
の
女
生
徒

六
人
が
死
亡
、
宇
治
町
（
現
、
宇
治
市
）
の
粟
村
鉱
業
所
宇
治
I
場
で

五
人
死
亡
、
ほ
か
民
家
に
も
投
弾
、
二
人
死
亡
、
負
傷
者
が
数
人
出
た

よ
う
で
あ
る
。
二
八
日
は
「
洛
南
地
区
で
は
施
設
の
一
部
に
軽
微
な
損

害
が
あ
っ
た
の
み
で
人
畜
の
死
傷
は
皆
無
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
事
の

ほ
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
三

0
日
は
、
久
世
郡
佐
山
町
（
現
、
久

御
山
町
佐
山
）
の
民
家
に
投
弾
、
二
人
が
死
亡
、
負
傷
者
も
出
し
て
い

⑳
。る
ま
た
『
奈
良
電
鉄
社
史
』
に
よ
る
と
「
七
月
三

0
日
―
二
時
二

0

分
、
第
一
―
八
一
列
車
が
敵
機
来
襲
の
報
を
う
け
、
狛
田
駅
に
停
車
直

後
、
艦
載
機
の
機
銃
掃
射
に
遭
い
、
車
両
に
二

0
余
発
被
弾
し
、
乗
客

に
即
死
二
名
、
重
軽
傷
九
名
を
出
し
た
。
ま
た
同
日
、
田
辺
車
庫
も
銃

撃
を
受
け
、
車
両
二
両
が
被
弾
し
た
ほ
か
、
三
山
木
駅
付
近
も
銃
撃
を

⑪
 

被
り
、
踏
切
警
手
一
名
が
殉
職
し
た
」
と
鉄
道
を
ね
ら
っ
た
機
銃
掃
射

が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

京
都
府
当
局
は
、
二
四
日
、
内
政
部
長
名
で
京
都
市
、
舞
鶴
市
、
東

宇
治
町
所
在
の
学
校
長
宛
、
通
牒
を
出
し
て
い
る
。
「
学
校
防
空
防
衛

ノ
件
」
と
し
て
「
戦
局
ノ
急
迫
敵
空
襲
ノ
状
況
ョ
リ
勘
案
シ
（
中
略
）

学
校
防
衛
二
萬
全
ヲ
期
セ
ラ
レ
即
」
学
校
防
空
施
設
、
防
空
要
員
に
つ

い
て
緊
急
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。
二
四
日
の
艦
上
機
に

よ
る
空
襲
は
、
京
都
府
当
局
の
動
揺
と
緊
張
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
三
一
日
に
は
、
内
政
部
長
名
で
郡
部
国
民
学
校
長
宛
に
「
学

校
防
空
壕
ノ
完
備
等
ノ
件
」
を
通
達
し
て
い
る
。
「
最
近
ノ
頻
発
セ
ル

空
襲
情
勢
二
対
処
シ
学
校
防
空
壕
等
完
備
ノ
要
極
メ
テ
緊
切
ナ
ル
ニ
鑑

⑬
 
ミ
」
学
校
防
空
対
策
状
況
報
告
を
提
出
す
る
よ
う
、
宇
治
、
久
世
、
相

楽
各
地
方
事
務
所
管
内
国
民
学
校
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

4
B
2
9
の
墜
落
（
六
月
五
日
）

こ
れ
も
京
都
府
南
部
地
域
へ
の
空
襲
で
あ
る
が
、
他
の
空
襲
と
違
う

の
は
、

B
2
9
の
墜
落
に
付
随
し
た
事
件
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
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六
月
六
日
付
『
京
都
新
聞
』
記
事
は
「
目
の
あ
た
り
、
敵
機
紅
蓮
の

最
後
京
都
上
空
制
空
陣
の
威
力
に
揚
が
る
歓
声
」
の
見
出
し
で
、

「
五
日
早
朝
阪
神
地
区
を
襲
っ
た
敵
機
は
、
わ
が
強
力
な
る
制
空
陣
の

威
力
の
前
に
続
々
撃
墜
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
二
機
以
上
が
京
都
上
空

に
お
い
て
火
を
噴
い
て
転
落
し
て
ゆ
く
姿
が
見
う
け
ら
れ
、
憎
む
べ
き

敵
機
の
断
末
魔
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
敢
闘
の
防
空
陣
か
ら
は
“
わ
ッ

”
と
ば
か
り
の
快
哉
の
声
が
湧
き
揚
が
っ
た
」
と
し
て
、
京
都
の
高
射

砲
部
隊
に
よ
る
初
め
て
の
戦
果
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
一
面
に
は
、
写

真
入
り
で
「
洛
南
に
醜
骸
曝
す
B
2
9
」
と
し
て
、
久
世
郡
小
倉
村
伊
勢

田
（
現
、
宇
治
市
伊
勢
田
町
）
に
墜
落
し
た
B
2
9
の
無
惨
な
機
体
の
姿

を
載
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
翌
日
に
は
「
初
弾
、

B
2
9
真
二
つ
洛
南
上
空
に
初
の
大
戦

果
」
と
し
て
、
記
者
に
よ
る
高
射
砲
部
隊
へ
の
訪
問
記
事
を
載
せ
、

B

29
墜
落
を
市
民
の
戦
意
高
揚
に
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

六
月
五
日
、
早
朝
か
ら
始
ま
っ
た
B
2
9
に
よ
る
焼
夷
弾
爆
撃
に
よ
っ

て
神
戸
は
壊
滅
し
た
。
そ
し
て
編
隊
を
組
ん
で
脱
去
す
る
際
、
そ
の
う

ち
の
二
機
が
火
を
噴
い
て
墜
落
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
二
機
は
、
一
機

は
記
事
に
あ
る
よ
う
に
宇
治
市
大
久
保
の
日
本
国
際
航
空
工
業
大
久
保

工
場
の
北
に
あ
る
麦
畑
に
落
ち
た
よ
う
で
あ
る
。
も
う
一
機
に
つ
い
て

は
、
当
時
直
接
に
は
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
、
数
々

の
証
言
が
出
て
き
て
い
る
。

代
表
と
し
て
『
田
辺
町
近
代
誌
』
を
み
て
み
よ
う
。

昭
和
二

0
年
六
月
五
日
朝
八
時
四

0
分
頃
大
事
件
が
起
き
た
。

B

29
が
一
機
木
津
川
の
草
内
村
の
上
空
を
か
す
め
、
木
津
川
に
墜
落

し
、
大
爆
発
が
お
こ
っ
た
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
は
す
さ
ま
じ
く
、

空
に
は
落
下
傘
が
数
ヶ
所
に
わ
た
っ
て
舞
い
、
追
撃
し
て
き
た
わ

が
国
の
戦
闘
機
「
飛
燕
」
が
そ
の
地
点
を
旋
回
し
た
。
こ
の

B
2
9

は
、
神
戸
を
空
襲
し
て
高
射
砲
の
至
近
弾
を
受
け
損
傷
し
た
も
の

で
、
脚
部
を
出
し
て
い
た
か
ら
、
木
津
川
原
に
不
時
着
を
企
て
た

こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
。
（
中
略
）
墜
落
地
点
は
、
現
在
の
山
城

大
橋
か
ら
約
百
メ
ー
ト
ル
下
流
の
青
谷
側
の
砂
原
で
あ
っ
た
。
近

隣
か
ら
見
物
人
が
殺
到
し
、
憲
兵
が
ピ
ス
ト
ル
を
向
け
追
い
払
う

ほ
ど
だ
っ
た
。
（
中
略
）
落
下
傘
で
降
下
し
た
三
名
の
乗
員
は
捕

虜
と
な
っ
た
が
、
残
り
の
乗
員
は
惨
死
し
て
お
り
、
こ
れ
は
近
く

⑭
。

の
奈
島
の
深
広
寺
で
位
牌
を
つ
く
っ
て
供
養
し
た

『
か
く
さ
れ
て
い
た
空
襲
』
に
は
、
も
と
在
郷
軍
人
の
証
言
と
し
て

「
落
下
傘
で
降
り
て
き
た
の
は
皆
、
両
手
両
足
ひ
っ
く
く
っ
て
、
掲
揚

台
に
し
ば
り
つ
け
て
、
三
人
つ
か
ま
え
ま
し
た
。
ま
も
な
く
憲
兵
隊
が

き
ま
し
て
、
身
柄
を
わ
た
し
た
ん
で
す
わ
。
爆
弾
は
B
2
9
が
な
ん
と
か

河
原
に
着
陸
し
よ
う
と
し
て
、
重
い
も
の
を
み
な
す
て
た
ん
や
と
思
い

R
 

ま
す
」
と
記
し
て
い
る
。
爆
弾
の
ひ
と
つ
が
多
賀
村
（
現
、
綴
喜
郡
井

手
町
多
賀
）
の
民
家
の
石
垣
に
あ
た
っ
て
爆
発
し
、
近
く
に
い
た
三
人

が
怪
我
を
し
た
と
い
う
。
こ
の
日
、
神
戸
空
襲
に
加
わ
っ
た

B
2
9
が
搭

載
し
て
い
た
の
は
、

E
4
6
(
M
6
9
)
、
T
4
E
4
、
M
4
7
、
M
1
7
(
M
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50)
で
あ
っ
た
。

落
下
傘
で
降
下
し
た

B
2
9
の
搭
乗
員
に
対
し
て
は
、
暴
行
の
事
実
が

あ
っ
た
ら
し
い
。
位
は
い
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
捕
虜
虐
待
の

追
及
が
厳
し
い
こ
と
を
予
測
し
、
戦
後
ま
も
な
く
つ
く
っ
た
よ
う
で
あ

⑳
 
る
さ
て

B
2
9
が
墜
落
し
た
そ
の
日
、
京
都
府
警
察
本
部
は
、
謀
略
ビ
ラ
、

敵
兵
の
処
置
、
投
下
物
の
取
締
、
敵
機
見
物
、
服
装
、
ラ
ジ
オ
の
配
置

の
各
事
項
に
つ
い
て
府
民
の
協
力
を
要
望
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
敵
兵

の
処
置
、
敵
機
見
物
を
み
て
み
よ
う
。

敵
兵
の
処
置
敵
機
が
撃
墜
さ
れ

0
0搭
乗
員
が
落
下
傘
で
降
下

す
る
場
合
が
あ
る
が
、
発
見
者
は
直
ち
に
取
押
へ
る
一
方
、
警
察
・

憲
兵
隊
へ
連
絡
し
て
指
示
を
仰
ぎ
、
逃
走
防
止
の
処
置
を
と
る
べ

き
で
あ
る
が
こ
の
場
合
敵
兵
を
殺
傷
す
る
こ
と
の
な
い
や
う
注
意

が
肝
要
で
あ
る
。

敵
機
見
物
府
下
で
敵
機
の
通
過
を
漫
然
と
見
物
し
て
ゐ
た
者
が

あ
っ
て
、
落
下
物
に
よ
り
負
傷
し
た
が
、
敵
機
が
頭
上
に
あ
る
場

翌

合
は
監
視
員
を
除
く
ほ
か
全
員
退
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
伊
勢
田
、
木
津
河
原
の

B
2
9
墜
落
事
件
を
暗
示

し
て
い
る
。
京
都
で
初
め
て

B
2
9
が
墜
落
し
た
時
の
府
民
の
対
応
に
驚

い
た
警
察
当
局
が
急
拠
、
府
民
に
訴
え
た
わ
け
で
あ
る
。

学
徒
動
員

表1 空襲被災工場の学徒動員

種別 割当数 動員数 学校名 学年 人数

男450 442 府立第五中学 3•4 442 

昌中等学校
家政晶女 3•5 331 

女500 626 嵯峨野高女 3 145 
器 技芸高女 4 150 

＾ 巴
嘉楽 97 

男250 322 
嵯峨

2 
54 

西院 92 

! 
国民学校 御室 79 

嵯峨 31 
女100 177 御室 2 66 

西院 80 

男320 331 
市立第三商業 5 131 

日 市立第二工業 4 • 5 200 
本 中等学校 尽都女子学園 3•5 507 3年工場イ1， 女700 869 平安女学院 4 129 

桃山高女 3•5 233 上場化
伏見 181 

<
田辺 31 
寺田 22 

国民学校 男300 297 大久保 2 17 
工 久津川 7 
場 富ノ荘 25 

佐山 14 

（注）京都府『学徒動員学校配当一覧」 (1944年10月）から作成。
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四
月
一
六
日
、
七
月
二
四
日
そ
れ
ぞ
れ
空
襲
を
受
け
た
三
菱
重
工
業

第
十
四
製
作
所
、
日
本
国
際
航
空
工
業
大
久
保
工
場
に
お
い
て
も
、
一

九
四
四
年
一
月
一
八
日
決
定
の
「
緊
急
学
徒
勤
労
動
員
方
策
要
綱
」
、

四
月
一
七
日
の
「
学
徒
動
員
に
関
す
る
文
部
大
臣
訓
令
」
、
八
月
二
三



三
菱
重
工
業
第
十
四
製
作
所

四
月
二
九
日
付
『
京
都
新
聞
』
に
は
、
「
焦
土
に
制
服
乙
女
は
戦
ふ
工

場
再
建
へ
／
．
」
と
い
う
見
出
し
で
、
壊
れ
た
旋
盤
を
か
た
づ
け
る
女
生

徒
た
ち
の
写
真
が
載
っ
て
い
て
、
「

0
0製
作
所
」
と
あ
る
。
こ
の

「
O
O」
は
、
三
菱
重
工
業
第
十
四
製
作
所
で
あ
り
、
空
襲
後
一

0
日

以
上
た
っ
て
は
い
る
が
、
被
災
状
況
を
確
認
で
き
る
貴
重
な
写
真
で
あ

る
。
「
一
刻
も
早
く
焼
跡
を
整
理
し
て
工
場
の
再
建
を
と
唇
を
噛
ん
で

挺
身
す
る
乙
女
達
」
と
一
緒
に
、
後
述
す
る
工
場
分
散
の
大
き
な
要
因

と
な
る
旋
盤
の
破
壊
さ
れ
た
様
子
を
大
き
く
写
し
出
し
て
い
る
。

京
都
女
子
学
園
発
行
の
『
東
山
タ
イ
ム
ス
』
所
収
の
「
京
女
口
伝
」

（
一
九
五
八
年
一

0
月
一

0
日
付
）
に
は
「
四
年
生
が
絶
縁
体
・
精
密

機
械
な
ど
飛
行
機
部
分
品
の
制
作
に
当
っ
た
。
よ
く
頑
張
っ
て
作
業
成

績
も
よ
く
、
出
勤
率
は
九
九
％
。
の
ち
桂
・
塚
口
な
ど
に
も
分
散
し
て

ー

日
発
令
の
「
学
徒
勤
労
令
」
に
も
と
づ
く
通
年
動
員
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
。
多
く
の
少
年
少
女
た
ち
が
日
本
へ
勝
利
を
も
た
ら
す
た
め
の
生

産
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
最
中
に
、
空
襲
を
目
撃
し
た
の
で
あ
る
。

時
期
は
一
九
四
四
年
一

0
月
で
あ
る
が
、
京
都
府
が
作
成
し
た
「
学

徒
動
員
学
校
配
当
一
覧
」
に
よ
る
と
、
両
工
場
へ
の
動
員
状
況
は
、
表

1
の
と
お
り
で
あ
る
。

以
下
、
両
工
場
に
動
員
さ
れ
た
学
徒
の
証
言
か
ら
、
工
場
で
の
生
産

活
動
や
空
襲
の
実
態
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

⑳
 

い
た
が
（
中
略
）
遂
に
清
滝
の
ト
ン
ネ
ル
工
場
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
」

と
あ
り
、
空
襲
後
の
工
場
分
散
に
伴
っ
て
、
工
作
機
械
な
ど
と
一
緒
に

学
徒
が
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

京
都
府
立
第
五
中
学
校
の
生
徒
は
、
『
京
五
中
創
立
四
十
周
年
記
念

誌
』
に
「
わ
れ
わ
れ
の
ク
ラ
ス
も
京
五
中
第
二
中
隊
第
二
小
隊
第
四
分

R
 

隊
と
名
称
が
替
わ
り
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
軍
隊
同
様
の
中
隊
方

式
で
統
制
さ
れ
、
昼
夜
一
二
交
替
の
二
四
時
間
体
制
で
生
産
に
従
事
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
空
襲
後
の
四
月
二
五
日
に
は
早
く
も
工
場
分
散
に
よ
り
、
同
校

が
学
校
工
場
と
な
り
、
そ
の
た
め
講
堂
の
床
板
、
北
校
舎
の
階
下
の
床

⑪
。

板
が
は
が
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

彼
ら
動
員
学
徒
数
は
、
五
月
段
階
で
全
従
業
員
六
八
五

0
人
の
約
四

⑫
 

0
％
に
達
し
た
と
い
う

第
十
四
製
作
所
の
南
側
に
あ
る
太
秦
小
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
人

が
、
「
ア
メ
リ
カ
軍
が
こ
れ
（
飛
行
機
部
品
の
生
産
）
を
探
知
し
て
、

広
い
街
の
中
の
小
さ
い
工
場
に
命
中
さ
せ
た
こ
と
に
は
度
肝
を
抜
か
れ

⑬
 

た
の
だ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
空
襲
さ
れ
た
側
は
、
ア
メ

リ
カ
軍
が
第
十
四
製
作
所
を
目
標
と
し
て
爆
弾
を
投
下
し
た
も
の
と
受

け
と
め
て
い
た
の
だ
っ
た
。

だ
が
ア
メ
リ
カ
側
に
よ
る
と
、
偶
然
に
爆
弾
を
投
下
し
た
臨
機
目
標

と
い
う
の
で
あ
る
。
機
体
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
投
棄
か
も
し
れ
な
い
し
、

そ
の
真
相
は
不
明
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
結
果
と
し
て
は
軍
需
工
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日
本
国
際
航
空
工
業
大
久
保
工
場

一
九
四
四
年
六
月
二
四
日
か
ら
平
安
女
学
院
の
学
校
内
裁
縫
教
室
な

ど
を
大
久
保
工
場
の
学
校
工
場
と
し
て
使
用
し
は
じ
め
、
二
三
台
の
製

，
磯
或
や
飛
行
機
部
品
の
製
作
材
料
が
搬
入
さ
れ
た
。
学
校
工
場
で
は

「
高
女
五
年
生
が
白
鉢
巻
、
モ
ン
ペ
姿
も
甲
斐
々
々
し
く
汗
と
油
に
ま

み
れ
て
か
細
い
腕
に
重
い
ハ
ン
マ
ー
を
ふ
る
い
、
馴
れ
な
い
旋
盤
と
取

⑭
 

り
組
ん
で
重
労
働
に
従
事
し
た
」
と
い
う
ま
た
高
女
四
年
生
、
女
子

挺
身
隊
は
大
久
保
工
場
に
出
勤
し
た
。

京
都
女
子
学
園
で
は
、
高
女
五
年
生
が
大
久
保
工
場
に
出
勤
し
て
い

た
が
、
一
九
四
五
年
六
月
文
部
省
の
通
牒
を
受
け
、
給
品
部
前
校
舎
の

廊
下
教
室
、
四
・
五
・
六
校
舎
、
雨
天
体
操
場
で
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
部

分
品
（
。
ハ
イ
プ
）
を
つ
く
り
、
バ
イ
ス
台
を
置
い
て
旋
盤
作
業
も
や
り
、

ネ
ジ
も
つ
く
っ
た
と
い
冠
。

国
民
学
校
で
は
一
九
四
四
年
一

0
月
一
日
、
高
等
科
二
年
生
男
子
（

伏
見
、
小
倉
、
久
津
川
、
寺
田
、
富
野
、
佐
山
、
田
辺
、
大
久
保
）
が

動
員
さ
れ
、
中
学
生
、
女
栄
生
、
女
子
挺
身
隊
と
一
緒
に
胸
に
⑫
の
マ
ー

ク
を
付
け
、
航
空
機
の
部
品
製
作
に
従
事
し
た
。

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
現
在
の
日
本
国
際
航
空
工
業
大
久
保
工
場

2
 

場
へ
の
投
弾
と
い
う
効
力
を
う
み
、
地
上
で
は
恐
慌
的
工
場
分
散
を
引

き
お
こ
す
の
だ
が
、
あ
く
ま
で
ア
メ
リ
カ
軍
の
意
図
と
は
無
関
係
で
あ
っ

た。

の
従
業
員
数
を
み
る
と
、
学
徒
二
三

0
二
人
、
女
子
挺
身
隊
三
一
七
人
、

合
計
二
六
一
九
人
で
全
従
業
員
九
七
三
八
人
の
約
三
割
を
占
め
て
い
知
。

こ
こ
で
も
軍
需
生
産
に
生
徒
の
大
き
な
力
を
借
り
て
い
た
の
で
あ
る
。

七
月
二
四
日
の
空
襲
に
よ
っ
て
、
こ
の
大
久
保
工
場
で
は
挺
身
隊
や

学
徒
動
員
で
働
い
て
い
た
桃
山
高
等
女
学
生
六
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

『
か
く
さ
れ
て
い
た
空
襲
』
に
は
「
女
性
ば
か
り
六
、
七
人
が
そ
の
便

R
 

所
に
隠
れ
て
い
て
全
部
死
に
ま
し
た
」
と
回
想
談
が
載
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
『
京
都
新
聞
』
で
は
、
「
或
る
工
場
で
は
監
視
と
敵

情
伝
達
が
極
め
て
正
確
に
行
は
れ
て
ゐ
た
関
係
か
ら
、
退
避
命
令
が
迅

速
に
徹
底
し
た
の
で
、
附
近
に
数
発
の
爆
弾
が
落
下
し
た
が
、
退
避
壕

に
駈
け
込
ん
だ
者
は
全
部
無
事
で
あ
っ
た
。
動
作
の
緩
慢
な
も
の
や
命

令
を
聞
い
て
か
ら
便
所
へ
這
入
っ
た
者
な
ど
、
正
確
に
退
避
し
な
か
つ

R
 

た
者
が
損
傷
を
被
っ
た
程
度
」
と
し
て
、
空
襲
の
被
害
は
軽
微
な
も
の

で
あ
り
、
退
避
命
令
に
従
っ
て
素
早
く
行
動
し
、
退
避
壕
に
入
っ
て
い

れ
ば
、
被
災
は
防
げ
る
と
断
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
被
災
者
や
そ
の

家
族
を
無
視
し
た
こ
の
記
事
の
内
容
は
、
空
襲
後
、
桃
山
高
女
の
関
係

者
の
あ
い
だ
に
『
か
く
さ
れ
た
空
襲
と
原
爆
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
「
厳
し
い
箱
口
令
」
が
し
か
れ
た
こ
と
に
も
共
通
す
る
姿
勢
で
あ
っ

た
。
府
民
の
動
揺
を
お
さ
え
、
治
安
維
持
を
は
か
ろ
う
と
す
る
当
局
の

厳
し
い
取
り
締
ま
り
の
目
が
ひ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
年
の
府
内
全
体
の
学
徒
動
員
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
四
月
ご

0
日
現
在
の
数
字
で
あ
る
。
中
等
学
校
は
一
二
六
校
、
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三
万
七
六
八
八
人
が
三
六
六
工
場
で
働
い
て
い
た
。
内
訳
は
、
府
内
ニ

五
七
の
工
場
に
一

0
四
校
、
一
二
万
三
一
九
七
人
が
、
府
外
几
じ
場
に
，
一

二
校
、
四
四
九
一
人
で
あ
る
。
国
民
学
校
は
八
：

9-校、
七
ヒ
て
四
人
が

⑲
。

府
内
八
五
工
場
で
汗
を
流
し
て
い
た
の
で
あ
る

朝
鮮
人
の
徴
用

空
襲
を
経
験
し
た
三
菱
重
工
業
、
日
本
国
際
航
空
工
業
、
粟
村
鉱
業

所
で
は
、
「
集
団
移
入
労
務
者
」
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
半
島
か
ら
強
制
的

に
連
行
さ
れ
て
き
た
朝
鮮
人
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
軍
需
工
場
に
重
点
的
に
割
り
当
て
が
お
こ
な
わ
れ
た
関

係
上
、
当
然
こ
れ
ら
の
工
場
へ
の
徴
用
も
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
六
月
一
日
現
在
、
京
都
府
内
に
強
制
連
行
さ
れ
て
き
た

朝
鮮
人
の
状
況
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
菱
童
工
業
京
都
発
動
機
工
場
と
は
三
菱
盾
工
業
第
八
製
作
所
の
こ

と
で
あ
り
、
第
八
製
作
所
と
地
下
工
場
建
設
に
従
事
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
九
月
か
ら
、
現
在
の
陸
上
自
衛
隊
桂
駐
屯
地
付
近
に
海
軍

の
要
請
を
受
け
た
三
菱
重
工
業
に
よ
っ
て
、
官
設
民
営
の
工
場
建
設
が

始
ま
り
、
朝
鮮
半
島
や
日
本
各
地
の
炭
鉱
な
ど
か
ら
朝
鮮
人
が
集
め
ら

⑩
。

れ
た
の
で
あ
る
粟
村
工
業
所
で
は
、
和
知
、
大
谷
両
鉱
山
に
お
い
て

原
料
と
な
る
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
生
産
に
従
事
し
て
い
た
。

移
入
数
と
現
在
数
の
違
い
は
、
そ
の
ま
ま
徴
用
先
か
ら
の
逃
走
を
意

味
し
て
お
り
、
逃
走
防
止
の
方
策
や
指
導
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
も
そ
の

数
が
減
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
三
菱
の
工
場
、

粟
村
工
業
所
鉱
山
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一

0
0人
の
移
人
労
務
者
を
そ
の

⑪
 

後
受
け
人
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

逃
走
が
あ
と
を
た
た
な
い
朝
鮮
人
の
当
時
の
悲
惨
な
労
働
状
況
に
つ

い
て
、
国
民
学
校
卒
業
直
後
和
知
鉱
山
に
就
職
し
、
そ
の
苛
酷
な
生
活

を
目
の
あ
た
り
に
し
た
人
が
、
戦
後
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

日
毎
に
鉱
山
の
建
物
も
出
来
上
が
り
、
陣
容
が
整
っ
て
く
る
と
同

表 2 強制連行された朝鮮人の状況(1945年6月1m加）

受入先 移入数（人） 現在数（人）

大江山鉱山 383 81 
粟村鉱業所和知鉱山 49 48 

”大谷鉱山 47 4 7 
日南鉱業鐘打鉱山 50 l8 
飯野産業舞鶴支店 164 152 
日通東舞鶴出張所 53 39 
佐藤工業舞鶴出張所 100 87 
三菱重工業京都発動機工場 227 220 
舞鶴海軍施設部（含工廠） 3,800 3,500 

合 計 4,873 4,192 

（注）京都府「新居前知事・三好知事事務引継演説甚」 (194
5年6月）から転載。
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時
に
、
山
の
奥
の
方
に
大
き
な
宿
舎
が
出
来
上
が
る
と
、
朝
鮮
よ

り
徴
用
エ
と
云
っ
て
坑
内
作
業
に
携
わ
る
人
々
が
五

0
名
ほ
ど
同

じ
朝
鮮
の
親
方
に
連
れ
ら
れ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
（
中
略
）
こ
れ

ら
の
人
々
は
山
奥
の
宿
舎
に
泊
り
、
作
業
中
以
外
は
一
歩
も
鉱
山

の
区
域
外
へ
は
出
ら
れ
ず
、
ま
る
で
奴
隷
同
様
で
、
坑
内
作
業
は

草
で
作
っ
た
蓑
や
紙
を
圧
縮
し
て
作
っ
た
カ
ッ
パ
の
よ
う
な
帽
子

を
つ
け
（
中
略
）
頭
か
ら
小
麦
粉
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
に
白
く
な
っ

て
作
業
を
し
、
粉
じ
ん
で
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
（
中
略
）
こ
う
し

た
作
業
に
耐
ス
き
れ
ず
、
故
郷
恋
し
さ
も
あ
っ
て
脱
走
す
る
人
が

＠゚

あ
り
ま
し
た

草
で
つ
く
ら
れ
た
蓑
を
は
お
り
、
カ
ッ
パ
の
よ
う
な
帽
子
を
か
ぶ
る

だ
け
と
い
う
裸
同
然
の
姿
で
の
坑
内
作
業
、
し
か
も
水
を
使
え
な
い
削

岩
作
業
は
、
絶
え
間
な
く
裸
の
体
に
白
い
粉
を
積
も
ら
せ
、
体
を
む
し

ば
ん
で
い
っ
た
。
宿
舎
と
坑
内
の
往
復
だ
け
の
毎
日
は
、
ま
さ
に
奴
隷

同
様
の
生
活
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
そ
の
状
況
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
、

脱
走
し
か
方
法
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
国
際
航
空
工
業
で
は
、
そ
の
工
場
お
よ
び
試
験
飛
行
場
建
設
の

た
め
に
朝
鮮
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
隣
接
す
る
逓
信
省
管
轄

の
京
都
飛
行
場
建
設
と
共
に
京
都
府
に
依
託
し
、
京
都
府
が
敷
地
の
整

備
工
事
を
執
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
年
計
画
で
一
九
四

0
年
に
始

ま
っ
た
工
事
が
、
資
材
入
手
の
関
係
で
一
九
四
五
年
に
な
っ
て
も
継
続

⑬
 

し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
あ
い
だ
に
建
設
工
事
に
従
事
し
た
朝

工
場
疎
開
は
、
一
九
四
三
年
一

0
月
一
五
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
帝

都
及
重
要
都
市
二
於
ケ
ル
工
場
家
屋
ノ
疎
開
及
人
員
ノ
地
方
転
出
二
関

ス
ル
件
」
の
要
領
一
、
「
工
場
化
屋
等
ノ
疎
開
及
人
員
ノ
地
方
転
出
ハ

差
当
リ
京
浜
、
阪
神
、
名
古
屋
及
北
九
州
地
域
二
属
ス
ル
重
要
都
市
二

⑮
 

付
之
ヲ
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
に
始
ま
っ
て
い
る
。
一
九
四
四
年
に
な

る
と
航
空
会
社
そ
れ
ぞ
れ
が
自
発
的
に
地
下
作
業
に
適
す
る
場
所
を
調

査
し
、
一
部
の
地
下
工
場
の
建
設
を
始
め
る
よ
う
に
な
る
。

四

⑭。

鮮
人
の
数
は
千
三
百
余
人
戸
も
何
千
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
彼
ら
は
、

当
時
「
ど
こ
に
連
れ
て
行
か
れ
て
何
を
さ
せ
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
、

生
命
の
保
障
は
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い
た
徴
用
で
な
く
、
「
こ
こ
に
来

れ
ば
徴
用
が
な
い
」
と
日
本
人
に
誘
わ
れ
て
来
た
人
が
大
半
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
の
労
働
状
況
は
徴
用
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

大
林
組
、
竹
中
組
な
ど
組
別
に
飯
場
が
あ
り
、
女
性
は
食
事
の
世
話

を
し
、
男
性
は
土
木
工
事
に
従
事
し
て
い
た
。
組
ご
と
に
い
る
日
本
人

監
督
が
木
刀
を
持
っ
て
監
視
し
、
脅
か
し
な
が
ら
働
か
せ
て
い
た
と
い

う
。
空
襲
は
、
「
多
い
時
は
一
日
に
四
回
も
五
回
も
あ
っ
て
ね
。
そ
の

た
び
に
防
空
壕
に
逃
げ
ま
し
た
よ
」
と
い
う
防
空
壕
も
日
本
人
と
朝
鮮

人
別
々
に
分
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

京
都
三
菱
重
工
業
の
工
場
疎
開
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一
九
四
五
年
一
月
二
五
日
、
最
高
戦
争
指
導
会
議
で
ま
と
め
ら
れ
た

「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
の
「
生
産
防
空
態
勢
ノ
強
化
」
の
二
、
「
生

産
防
空
態
勢
ノ
急
速
活
登
ナ
ル
促
進
ヲ
期
ス
ル
為
先
ツ
分
散
疎
開
ヲ
急

速
概
成
ス
ル
ト
共
二
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
地
下
施
設
ヘ
ノ
移
行
ス
ル
モ
ノ

⑯
 

ト
ス
」
で
初
め
て
政
府
に
よ
る
施
策
が
具
体
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
年
二
月
二
三
日
「
工
場
緊
急
疎
開
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
の

そ
の
方
針
に
「
戦
局
ノ
状
勢
二
鑑
ミ
一
時
ノ
不
利
ハ
之
ヲ
忍
ビ
計
画
的
、

系
統
的
二
工
場
疎
開
ヲ
徹
底
実
施
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
効
果
的
二
分
散
、
地

⑰
 

下
施
設
等
ノ
方
法
ヲ
講
ズ
ル
」
と
明
確
化
さ
れ
、
政
府
命
令
に
よ
る
エ

場
疎
開
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
年
三
月
、
生
産

と
防
衛
に
関
す
る
中
央
の
対
策
本
部
が
軍
需
省
に
設
置
さ
れ
、
航
空
機

お
よ
び
同
部
品
工
場
は
疎
開
計
画
の
最
優
先
順
位
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
し
て
四
月
四
日
、
疎
開
に
関
す
る
命
令
が
各
社
に
通
達
さ

⑱
。

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

さ
て
京
都
三
菱
重
工
業
へ
の
疎
開
の
影
響
は
、
名
古
屋
か
ら
工
場
と

従
業
員
が
疎
開
し
て
き
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る
。
名
古
屋
に
あ
る
一
―
-

菱
重
工
業
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
は
、
一
九
四
四
年
―
二
月
一
三
日
の

初
空
襲
以
来
、
同
月
二
二
日
、
翌
年
一
月
二
三
日
、
二
月
一
五
日
、
三

月
二
四

S
二
五
日
、
三
月
三

O
S三
一
日
、
四
月
七
日
と
度
重
な
る
爆

⑲
 

弾
投
下
に
よ
っ
て
完
全
に
機
能
を
停
止
し
た
た
め
、
京
都
へ
の
疎
開
を

お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
「
大
阪
、
神
戸
、
京
都
に
対
す
る
空
襲

の
影
響
」
に
よ
る
と
「
京
都
郊
外
の
山
科
に
ひ
な
型
エ
ン
ジ
ン
工
場
が

設
立
さ
れ
る
間
、
京
都
の
あ
る
大
き
な
学
校
に
移
動
さ
れ
た
。
他
の
中

学
校
に
も
工
場
が
設
立
さ
れ
た
。
五
月
一
五
日
名
古
屋
か
ら
の
移
動
は

事
実
上
完
成
し
、
大
量
生
産
が
開
始
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
た
だ
従
業
員

が
名
古
屋
に
い
る
家
族
を
し
ば
し
ば
訪
ね
る
た
め
、
彼
ら
の
不
在
の
割

合
は
極
端
に
高
か
っ
た
し
、
京
都
の
労
働
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
三
菱
重
工
業
社
史
』
で
は
、

「
京
都
発
動
機
製
作
所
は
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
第
一
ニ
エ
作
部
の
生
産

⑲
 

を
設
備
と
共
に
引
継
い
だ
」
と
し
て
、
京
都
市
南
西
部
に
位
置
す
る
桂

に
あ
る
京
都
発
動
機
製
作
所
へ
の
疎
開
を
記
録
し
て
お
り
、
「
山
科
」

で
は
な
く
、
「
桂
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

第
十
四
製
作
所
の
疎
開

「
大
阪
、
神
戸
、
京
都
に
対
す
る
空
襲
の
影
響
」
で
は
、
「
そ
の
設

備
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
近
代

的
な
極
め
て
危
機
を
は
ら
ん
だ
工
場
へ
の
更
な
る
空
襲
が
予
期
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
実
際
に
取
替
え
が
不
可
能
な
全
て
の
設
備
が
続
く
六
週
間

の
あ
い
だ
に
移
動
さ
れ
た
。
分
散
の
た
め
の
行
動
は
、
爆
弾
投
下
後
直

ち
に
始
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
一
時
し
の
ぎ
の
事
柄
だ
っ
た
。
設
備
や

貯
蔵
物
は
、
ほ
ら
穴
、
ト
ン
ネ
ル
、
鉄
橋
や
様
々
な
建
物
に
移
さ
れ
た
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
「
三
菱
重
工
業
会
社
」
で
は
、
「
第
二
機
械
工
場
は
決
し
て
修
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繕
さ
れ
な
か
っ
た
（
中
略
）
物
質
的
な
ダ
メ
ー
ジ
は
比
較
的
軽
か
っ
た

が
、
弁
を
生
産
し
て
い
た
第
二
機
械
工
場
の
生
産
活
動
は
全
て
停
止
し

た
。
多
く
の
切
れ
目
の
あ
る
旋
盤
は
、
す
ぐ
に
取
替
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
」
と
あ
っ
て
、
工
場
建
物
全
体
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
排
気
弁
生
産
に
は
欠
か
せ
な
い
「
マ
ル
チ
カ
ッ
ト
・
ラ
ス
」

(
M
u
l
t
i
c
u
t
 
l
a
t
h
)

の
損
傷
が
大
き
く
、
第
二
機
械
工
場
の
生
産
が
停

止
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
四
月
一
六
日
以
降
の
空
襲
を
予
測
し
、

排
気
弁
の
完
全
な
生
産
停
止
を
防
ぐ
た
め
に
、
工
場
分
散
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

分
散
に
つ
い
て
同
報
告
は
、
「
主
要
な
生
産
活
動
の
太
秦
か
ら
の
分

散
は
、
四
月
一
六
日
の
空
襲
の
直
接
的
結
果
と
し
て
軍
需
省
に
よ
っ
て

命
じ
ら
れ
た
。
．
一
九
四
五
年
五
月
、
こ
の
工
場
は
四
つ
の
国
民
学
校
、

中
学
校
の
工
場
、
西
方
寺
工
場
、
周
山
工
場
、
釈
迦
堂
工
場
、
清
滝
に

あ
る
地
下
ト
ン
ネ
ル
工
場
な
ど
に
分
散
さ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。
学
校

工
場
と
は
、
高
尾
国
民
学
校
、
大
将
軍
国
民
学
校
、
京
都
府
立
第
三
中

学
校
、
第
五
中
学
校
の
四
校
で
あ
る
。

こ
れ
ら
分
散
工
場
の
代
表
と
し
て
、
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告

⑪
 

「
日
本
航
空
機
の
地
下
生
産
」
か
ら
大
谷
、
清
滝
両
工
場
に
つ
い
て
要

約
し
て
み
よ
う
。

大
谷
工
場

大
谷
は
三
菱
第
八
、
十
四
製
作
所
の
分
散
工
場
で
あ
り
、
京
都
の

東
六
マ
イ
ル
の
都
市
大
津
の
南
西
一
マ
イ
ル
に
位
置
す
る
大
谷
に

あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
ニ
―
六

0
フ
ィ
ー
ト
、
ニ
ニ

0
0
フ
ィ

ー
ト
の
二
つ
の
破
棄
さ
れ
た
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
先
の
工
場
の

た
め
、
歯
車
を
カ
ッ
ト
し
た
り
、
み
が
い
た
り
す
る
工
場
と
し
て

使
わ
れ
た
。
三
六
種
類
の
歯
車
が
第
八
製
作
所
に
属
す
る
二
八
六

台
の
エ
作
機
械
と
第
十
四
製
作
所
に
属
す
る
二
五
台
の
工
作
機
械

に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
。
工
作
機
械
の
取
付
は
一
九
四
五
年
三
月

一
六
日
に
始
ま
り
、
四
月
に
は
完
成
さ
れ
た
。
十
分
な
生
産
が
約

二
ヶ
月
半
の
あ
い
だ
遂
行
さ
れ
た
。
総
計
七

0
0人
が
こ
の
工
場

で
雇
わ
れ
て
い
た
。
従
業
員
の
多
く
は
「
と
て
も
勤
勉
だ
が
決
し

て
良
す
ぎ
る
こ
と
が
な
い
」
女
生
徒
た
ち
で
あ
っ
た
。
機
械
工
場

の
半
分
以
上
の
従
業
員
は
女
生
徒
で
あ
っ
た
。

清
滝
工
場

清
滝
は
三
菱
第
十
四
製
作
所
の
分
散
工
場
で
あ
り
、
京
都
の
五
マ

イ
ル
西
方
に
あ
り
、
二
つ
の
破
棄
さ
れ
た
市
街
電
車
の
ト
ン
ネ
ル

の
中
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
工
場
は
大
谷
工
場
に
と
て
も
よ
く

似
て
い
る
。
一
九
四
五
年
五
月
、
大
谷
が
で
き
て
ち
ょ
う
ど
一
〇

日
後
に
生
産
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
ト
ン
ネ
ル
は
長
さ
一
九
七

0
フ

ィ
ー
ト
で
一
―

1
0台
の
エ
作
機
械
が
備
え
ら
れ
た
。
排
気
弁
の
生

産
が
こ
こ
で
の
唯
一
の
生
産
活
動
で
あ
っ
た
。

大
谷
工
場
は
、
『
三
菱
重
工
業
社
史
』
に
よ
る
と
、
逢
坂
山
ト
ン
ネ

ル
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
京
都
府
と
滋
賀
県
の
境
に
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第
八
製
作
所
の
疎
開

前
掲
「
空
襲
の
影
響
」
に
よ
る
と
、
一
九
四
五
年
四
月
に
は
、
京
都

近
郊
の
他
の
建
物
や
学
校
へ
の
一
部
機
能
の
分
散
が
命
じ
ら
れ
て
い
た

2
 

あ
る
こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
ど
の
鉄
道
に
所
属
す
る
も
の
か
は
、
今
の
と
こ

ろ
不
明
で
あ
る
。
清
滝
に
あ
る
破
棄
さ
れ
た
市
街
電
車
の
ト
ン
ネ
ル
と

は
、
嵐
山
駅
を
起
点
と
し
、
清
滝
か
ら
ケ
ー
プ
ル
に
よ
っ
て
愛
宕
山
に

登
る
と
い
う
一
九
二
九
年
に
開
通
し
た
愛
宕
山
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
の
こ

と
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
中
の
鉄
材
不
足
の
余
波
を
受
け
、
供
出
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
一
九
四
四
年
―
二
月
平
坦
線
も
ろ
と
も
に
撤
去
さ
れ
る

⑫
。

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

鉄
道
の
古
い
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
地
下
工
場
は
、
全
国
で
五
例
し

か
な
く
、
ト
ン
ネ
ル
工
場
の
ほ
と
ん
ど
は
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
労

働
者
た
ち
に
よ
っ
て
新
し
く
掘
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
京
都
の
三
菱
地
下
工
場
は
、
既
存
の
計
画
に
も
と
づ
か
な
い
、

空
襲
に
よ
っ
て
急
拠
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る

の
で
あ
る
。
前
掲
「
三
菱
重
工
業
会
社
」
に
も
「
P
目
1c
d
i
s
p
e
r
s
a
l
」

と
い
う
表
現
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
恐
慌
的
分
散
で
あ
っ

た。
ま
た
学
校
工
場
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
分
散
工
場
に
は
、
多
く
の

動
員
さ
れ
た
学
徒
や
挺
身
隊
の
女
性
が
働
い
て
い
た
こ
と
も
推
察
で
き

る
の
で
あ
る
。

よ
う
で
あ
る
。
第
十
四
製
作
所
へ
の
空
襲
は
、
第
八
製
作
所
の
疎
開
活

動
を
急
が
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
生
産
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
ゆ
る

や
か
な
規
則
正
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
う
か
わ
り
に
、
こ
の
会
社
は

学
校
や
鉄
道
の
陸
橋
下
や
デ
。
ハ
ー
ト
の
地
下
へ
の
分
散
に
突
進
し
た
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

四
月
一
六
日
の

B
2
9
一
機
に
よ
る
爆
弾
投
下
は
、
第
十
四
製
作
所
の

工
場
分
散
を
引
き
起
こ
し
た
だ
け
で
な
く
、
第
八
製
作
所
の
工
場
疎
開

計
画
を
混
乱
さ
せ
、
京
都
の
三
菱
重
工
業
全
体
を
ゆ
る
が
せ
た
わ
け
で

あ
る
。分
散
工
場
の
代
表
と
し
て
、
桂
工
場
に
つ
い
て
米
国
戦
略
爆
撃
調
査

⑭
 

団
報
告
か
ら
要
約
し
て
み
よ
う
。

桂
工
場

三
菱
第
八
製
作
所
の
桂
工
場
は
、
京
都
の
南
西
に
あ
る
桂
駅
の
四

分
の
一
マ
イ
ル
北
に
あ
る
豆
田
に
位
置
し
て
い
た
。
完
全
な
地
下

工
場
と
は
い
え
な
い
が
、
工
場
を
隠
し
、
守
る
た
め
に
鉄
道
の
陸

橋
を
利
用
し
た
。
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
で
き
た
橋
脚
に
泥
壁
を

こ
し
ら
え
、
二
万
五

0
0
0平
方
フ
ィ
ー
ト
を
囲
っ
た
。
七
二
台

の
エ
作
機
械
を
備
え
、
一
九
四
五
年
五
月
か
ら
生
産
を
開
始
し
た
。

火
星
二
五
型
エ
ン
ジ
ン
の
マ
ス
タ
ー
・
ロ
ッ
ド
を
製
造
し
た
。
航

空
写
真
を
見
て
も
、
こ
の
工
場
を
発
見
す
る
こ
と
は
無
理
だ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

桂
工
場
は
、
阪
急
嵐
山
線
の
高
架
下
を
利
用
す
る
と
い
う
日
本
で
唯
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戦
後
、
意
図
的
に
文
化
都
市
京
都
を
守
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
ア
メ

リ
カ
軍
に
対
し
、
そ
の
政
治
的
意
図
を
告
発
せ
ん
が
た
め
、
京
都
を
爆

撃
目
標
と
し
た
空
襲
の
存
在
を
追
及
す
る
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
、
一
九
七
四
年
刊
行
の
『
か
く
さ
れ
て
い
た
空
襲
』
以
降
、
顕

著
な
傾
向
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
軍
の
政
治
的
意
図
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、

京
都
空
襲
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
双

方
の
公
式
記
録
を
で
き
る
限
り
収
集
し
て
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
あ
る
。

現
在
ま
で
の
京
都
空
襲
研
究
は
、
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
「
米
国

戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
」
す
ら
見
な
い
で
論
じ
て
き
た
。
「
京
都
府
の

空
襲
」
一
覧
表
が
載
っ
て
い
る
「
京
都
に
お
け
る
空
襲
防
ぎ
ょ
と
関
連

事
項
に
関
す
る
現
地
報
告
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
四
月
一
六
日
空
襲
に

つ
い
て
は
、
「
大
阪
、
神
戸
、
京
都
に
対
す
る
空
襲
の
影
響
」
、
「
日

本
の
航
空
機
工
業
」
、
「
三
菱
重
工
業
会
社
」
な
ど
の
「
戦
略
爆
撃
調
査

団
報
告
」
を
検
討
し
て
い
な
い
し
、
六
月
二
六

H
空
襲
に
い
た
っ
て
は
、

お
わ
り
に

一
っ
、
鉄
道
の
陸
橋
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
分
散
工
場
で
あ
っ
た
。
こ

の
ほ
か
大
丸
デ
。
ハ
ー
ト
で
は
、
地
下
を
利
用
し
て
一
七

0
台
の
エ
作
機

械
を
入
れ
、
発
動
機
部
品
を
製
造
し
て
い
た
。

一
九
四
五
年
六

「
戦
術
作
戦
任
務
報
告
」
を
無
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
ら

の
ア
メ
リ
カ
側
資
料
は
、
い
ず
れ
も
早
く
に
公
表
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
京
都
空
襲
研
究
の
不
備
を
う
め
、
京
都
空

襲
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
研
究
を
す
す

め
る
中
で
、
四
月
一
六
日
の
三
菱
第
十
四
製
作
所
へ
の
投
弾
が
勤
労
動

員
の
生
徒
を
巻
き
こ
ん
だ
工
場
疎
開
へ
と
、
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し

た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
検
討
に
多
く
の
枚
数
を
さ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

四
月
一
六
日
の
空
襲
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
ま
た
京
都
空
襲
下
の
人
々

の
暮
ら
し
な
ど
今
後
の
研
究
の
課
題
に
し
た
い
と
考
え
る
。一

九
四
五
年
一

注
①
京
都
府
「
三
好
前
知
事
、
木
村
知
事
事
務
引
継
演
説
書
」

0
月
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
。

②

"
F
i
e
l
d
 R
e
p
o
r
t
 C
o
v
e
r
i
n
g
 A
i
r
,
R
a
i
d
 P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 a
n
d
 allied 

S
u
b
j
e
c
t
s
 
in 
K
y
o
t
o
,
 J
a
p
a
n
.
"
こ
の
報
告
は
一
九
四
七
年
二
月
に
刊

行
さ
れ
、
一
九
六
0
年
に
航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校
が
訳
出
し
て
い
る
が
、
本

稿
で
は
引
用
者
が
翻
訳
し
た
も
の
を
載
せ
て
い
る
。
な
お
空
襲
の
犠
牲
者
は

死
亡
ニ
ニ

0
人
、
重
傷
一
四
七
人
、
軽
傷
三
六
六
人
で
あ
り
、
不
動
産
に
つ

い
て
は
民
間
建
物
四
四
四
件
、
軍
の
施
設
一
八
件
、
工
場
六
件
の
損
害
と
な
っ

て
い
る
。

③
京
都
府
「
新
居
前
知
事
、
三
好
知
事
事
務
引
継
演
説
書
」

月。
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e
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2ft. 

⑦
四
月
一
六
日
正
午
の
京
都
空
襲
は
グ
リ
ニ
ッ
ジ
時
間
に
お
い
て
も
四
月
一

六
日
で
あ
り
、
前
掲
の
ア
メ
リ
カ
軍
「
統
計
報
告
書
」
の
神
戸
へ
の
投
弾
記

録
が
京
都
空
襲
の
記
録
で
あ
る
可
能
性
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

搭
乗
員
が
投
弾
地
点
を
誤
認
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
報

告
書
に
残
る
記
録
も
同
様
だ
か
ら
で
あ
る
。

⑧
京
都
府
『
府
政
だ
よ
り
・
資
料
版
』
二

0
0号
、
一
九
七
二
年
九
月
、
一

0
頁。

⑨
富
永
謙
吾
編
『
現
代
史
資
料
（
太
平
洋
戦
争
五
）
』
（
み
す
ず
書
房
、
一
九

七
五
年
）
所
収
、
翻
訳
文
二
三
四
＼
二
四
二
頁
。
な
お
「
間
接
攻
撃
」
と
は
、

航
空
機
工
業
を
目
標
と
し
な
い
空
襲
の
際
、
航
空
機
工
場
に
投
弾
が
あ
っ
た

こ
と
を
さ
し
て
い
る
。

⑩
前
掲
「
大
阪
、
神
戸
、
京
都
に
対
す
る
空
襲
の
影
響
」

⑪
「
同
右
」

⑫
航
空
用
語
研
究
会
『
絵
で
み
る
航
空
用
語
集
』
（
産
業
図
書
、
一
九
九
三

年
）
、
二
五
五
頁
。

⑬
『
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
史
」
（
一
九
五
六
年
）
、
六
六
一
頁
。

⑭
防
空
法
第
三
条
「
主
務
大
臣
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
＿
一
依
リ
防
空
上
重
要
ナ

ル
事
業
又
ハ
施
設
二
付
行
政
庁
二
非
ザ
ル
者
ヲ
設
定
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」

に
も
と
づ
い
て
、
指
定
を
受
け
た
の
は
、
島
津
製
作
所
三
条
工
場
、
寺
内
製

作
所
寺
内
製
作
工
場
、
寿
重
工
業
京
都
九
条
工
場
・
京
都
十
条
工
場
、
日
本

電
池
九
条
工
場
・
西
大
路
工
場
、
京
都
瓦
斯
第
一
・
第
二
工
場
、
奈
良
電
気

鉄
道
の
九
施
設
で
あ
る
。
以
上
の
記
述
は
、
「
知
事
事
務
引
継
演
説
書
」
一

九
四
五
年
六
月
に
よ
る
。

⑮
『
西
陣
警
察
署
沿
革
録
』
、
以
下
の
「
」
は
『
府
政
だ
よ
り
・
資
料
版
』

二
0
0号
、
一
―
頁
。

⑯
六
月
二
六
日
の
京
都
空
襲
は
、
臨
機
目
標
へ
の
投
弾
で
あ
り
、
大
空
襲
の

付
随
的
、
投
棄
的
爆
撃
で
あ
る
こ
と
は
、
小
山
仁
示
『
改
定
大
阪
大
空
襲
』

（
東
方
出
版
、
一
九
九
三
年
）
二
五
八
頁
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑰
出
水
校
百
年
祭
記
念
事
業
実
行
委
員
会
『
出
水
校
百
年
史
』
(
-
九
六
九

年
）
、
三
八
七
頁
。

⑱

"
A
c
t
i
o
n
 
R
e
p
o
r
t
,
O
p
e
r
a
t
i
o
n
s
 
A
g
a
i
n
s
t
 
J
a
p
a
n
,
2
J
u
l
y
,
1
5
 

A
u
g
u
s
t
,
 
1
9
4
5
 
(
T
h
e
 
m
a
i
n
 
r
e
p
o
r
t
 
f
o
r
 
p
r
e
,
i
n
v
a
t
i
o
n
 
a
i
r
 

s
t
r
i
k
e
s
 
j
a
p
 h
o
m
e
 i
s
l
a
n
d
s
)
"
 
1945. 
8
.
 
31. 

I{!:;ガ
紬
i

『
ア
メ
リ
カ

海
軍
機
動
部
隊
』
（
成
山
堂
書
店
、
一
九
八
八
年
）
所
収
、
翻
訳
文
に
よ
る
。

⑲
「
同
右
書
』
九
七
頁
に
よ
る
と
、
当
日
舞
鶴
は
攻
撃
目
標
で
は
な
か
っ
た

が
、
「
目
標
の
東
京
平
野
北
部
は
悪
天
候
の
た
め
変
更
さ
れ
た
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

⑳
こ
れ
ら
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
京
都
空
襲
を
記
録
す
る
会
・
京
都
府
立

総
合
資
料
館
共
編

rか
く
さ
れ
て
い
た
空
襲
—
ー
京
都
空
襲
の
体
験
と
記
録
』

（
一
九
七
四
年
）
と
宇
治
市
『
宇
治
市
史
』
第
四
巻
(
-
九
七
八
年
）
八
一

頁
に
よ
る

⑪
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
『
奈
良
電
鉄
社
史
』
(
-
九
六
三
年
）
、
八

0
頁
3

⑫
『
京
都
府
公
報
』
一
八
九
一
号
、
一
九
四
五
年
七
月
二
四
日
。
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⑳
『
同
右
』
一
八
九
三
号
、
一
九
四
五
年
七
月
三
一
日
。

⑳
田
辺
町
『
田
辺
町
近
代
誌
』
(
-
九
八
七
年
）
、
二
六
五
頁
。
そ
の
ほ
か
に

多
賀
小
学
校
『
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
(
-
九
七
二
年
）
、
『
城
陽
市
史
』
第

二
巻
(
-
九
七
九
年
）
に
も
同
様
の
叙
述
が
あ
る
。

⑮
『
か
く
さ
れ
て
い
た
空
襲
』
、
二

0
八
頁
。

⑳

地

元

で
B
2
9
墜
落
事
件
を
調
査
し
て
い
る
北
村
武
弘
氏
が
聴
取
さ
れ
た
証

言
に
よ
る
。
憲
兵
に
連
行
さ
れ
た
搭
乗
員
は
、
い
ず
れ
も
帰
国
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
伊
勢
田
へ
の
墜
落
の
生
存
者
も
同
様
で
あ
る
。
な
お

伊
勢
田
で
の
墜
落
時
は
、
搭
乗
員
の
殺
害
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
津
市
の
雲
井

保
夫
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
日
、
三
重
県
名
張
に
。
ハ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下

し
た
B
2
9
搭
乗
員
五
人
全
員
が
、
六
月
末
ま
で
に
東
海
軍
に
よ
っ
て
処
刑
さ

れ
て
い
る
。
中
部
軍
管
区
内
に
降
下
し
た
三
人
の
運
命
も
同
じ
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

⑰
『
京
都
新
聞
」
一
九
四
五
年
六
月
六
日
付
記
事
。

⑳
「
知
事
事
務
引
継
演
説
書
」
一
九
四
五
年
六
月
。

⑲
『
京
都
女
子
学
園
八
十
年
史
』
（
一
九
九

0
年
）
、
七
―

110S七
―
―
―
―
頁
、

「
資
料
一
九
戦
時
下
の
学
生
生
活
」
。

⑳
京
都
府
立
京
都
第
五
中
学
校
同
窓
会
『
記
念
誌
』
(
-
九
八
一
年
）
、
一
〇

六
頁
、
長
谷
川
正
幸
「
わ
が
五
中
時
代
を
回
顧
し
て
」
。

⑪
『
同
右
書
』
、
三
五
頁
、
年
表
。
同
書
に
は
、
学
校
側
が
工
場
に
対
し
て
、

学
徒
の
労
働
条
件
な
ど
に
つ
い
て
要
望
を
出
し
て
い
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

⑫
前
掲
「
大
阪
、
神
戸
、
京
都
に
対
す
る
空
襲
の
影
響
」
。

⑬
思
い
出
を
綴
る
会
『
私
た
ち
の
大
東
亜
戦
争
』
(
-
九
八
五
年
）
、
二
五
頁
、

出
野
三
次
「
大
東
亜
戦
下
の
若
き
国
民
学
校
教
師
の
思
い
出
」
。
「
」
の
中

一
五
頁
、

一
七
二

s
一
七
三
頁
。

の
（
）
は
引
用
者
に
よ
る
。

⑭
『
平
安
女
学
院
八
十
五
年
史
』
(
-
九
六
0
年）、

⑮
京
都
女
子
学
園
『
前
掲
書
』
‘
―
二
五
頁
。

⑯
日
産
車
体
株
式
会
社
『
日
産
車
体
三
十
年
史
』
(
-
九
七
二
年
）
、

「
従
業
員
一
覧
」
に
よ
る
。

⑰
『
か
く
さ
れ
て
い
た
空
襲
』
、
二

0
二
頁
、
大
久
保
「
日
本
国
際
航
空
」

の
空
襲
。

⑱
『
京
都
新
聞
』
一
九
四
五
年
七
月
二
五
日
付
記
事
。

⑲
「
知
事
事
務
引
継
演
説
書
」
一
九
四
五
年
六
月
。

⑩
『
京
都
新
聞
』
一
，
九
九
一
年
―
二
月
一

S
四
日
付
記
事
「
解
放
へ
の
日
々
」

を
参
照
。

⑪
「
知
事
事
務
引
継
演
説
書
」
一
九
四
五
年
六
月
。

⑫
思
い
出
を
綴
る
会
『
前
掲
書
』
、
三
九
七

S
三
九
八
頁
、
畑
中
光
好
「
懐

か
し
い
思
い
出
」
。

⑬
「
知
事
事
務
引
継
演
説
書
」
一
九
四
五
年
一

0
月。

⑭
朝
鮮
人
強
制
連
行
真
相
調
査
団
編
『
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
証
言
』

（
明
石
書
店
、
一
九
九
0
年
）
―
二
五

S
-
―
―
―
―
頁
、
「
宇
治
・
京
都
飛
行

場
」
。
以
下
の
記
述
は
、
お
も
に
飯
場
で
食
事
の
世
話
を
し
て
い
た
文
光
子

さ
ん
の
証
言
に
よ
る
。

⑮
東
京
空
襲
を
記
録
す
る
会
『
東
京
大
空
襲
・
戦
災
誌
』
第
三
巻
（
一
九
七

三
年
）
、
五
一
五
＼
五
一
六
頁
所
収
。

⑯
『
同
右
書
』
、
四
八
八
＼
四
九
一
頁
所
収
。

⑰
『
同
右
書
』
、
五
ニ
ニ
＼
五
二
三
頁
所
収
。

⑱
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
「
日
本
の
航
空
機
工
業
」
、
・
富
永
謙
吾
編
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『
前
掲
書
』
、
一
四
九
頁
。

⑲
日
本
の
空
襲
編
集
委
員
会
編
『
日
本
の
空
襲
』
第
五
巻
（
三
省
堂
、

八
0
年
）
所
収
、
「
名
古
屋
市
空
襲
被
害
状
況
一
覧
表
」
に
よ
る
。

⑲
『
三
菱
重
工
業
社
史
」
、
三
四
七
＼
三
四
八
頁
。
な
お
京
都
発
動
機
製
作

所
は
第
八
製
作
所
に
、
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
は
第
四
製
作
所
に
、
京
都
機

器
製
作
所
は
第
十
四
製
作
所
に
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
五
年
二
月
、
三
菱
重
工
業

の
職
制
改
正
で
改
称
し
て
い
る
。
以
上
は
、
『
三
菱
社
史
』
四
十
、
（
東
京
大

学
出
版
会
、
復
刊
）
に
よ
る
。

⑪

"
U
n
d
e
r
g
r
o
u
n
d
 P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
o
f
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
A
i
r
c
r
a
f
t
"

山＇の

U
n
d
e
r
g
r
o
u
n
d
 P
l
a
n
t
s
 o
f
 M
i
t
s
u
b
i
s
h
i
 A
i
r
c
r
a
f
t
 C
o
.
'
(
1
9
4
7
.
3
)
 

⑫
京
福
電
気
鉄
道
株
式
会
社
『
京
福
電
気
鉄
道
三

0
年
史
』
(
-
九
七
二
年
）
、

三
九
頁
。
京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
『
京
阪
七

0
年
の
あ
ゆ
み
』
(
-
九
八

0
年
）
、
八
三
頁
。

⑬
富
永
謙
吾
編
『
前
掲
書
』
、
一
五
頁
、
「
地
下
工
場
用
地
の
種
類
」
。

⑭
「
日
本
航
空
機
の
地
下
生
産
」
。

（
関
西
大
学
卒
業
生
） 一

九
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